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本日の予定【 Zoom 限定例会】  
 

地区委員出前卓話 クラブ奉仕委員会「会員増強と会員維持」 柿沼 利明 地区委員 

♪ ロータリーソング ♪ 君が代、奉仕の理想、バースデイソング 
 
 
 
 

 

８月は会員増強・新ク

ラブ結成推進月間です。

2007-8 年度杉岡年度の会

員増強対策として作られ

た「KHZ 委員会」設立に

ついてご紹介させていた

だきます。 

杉岡年度の 2007 年 7 月 24 日例会時「会員増

強について」のクラブ協議会が開催され、席上会

員増強の意識向上はもちろんのこと会員の貴重

な意見が出され、その時に会員増強をするため

の方法として、小森谷久雄会員の提唱により提

案されたものが「KHZ 委員会」です。この提案

はプロジェクトチームを作り「行動計画表を作

成して実行する」というものでした。そして 8 月

7 日、杉岡年度第２回理事会で古河東ロータリー

クラブ会員増強プロジェクトチーム「KHZ 委員

会」の設立が承認されました。この KHZ の K は

古河、H は東、Z は増強のローマ字の頭文字をと

った造語の名前です。委員長に山崎清司会員、副

委員長に鈴木路雄会員、委員に松井実会員、小森

谷久雄会員、板橋孝司会員の５人が選任されま

した。この委員会の設立の趣旨は、当クラブの増

強は特定な個人の人ばかりによる増強である、

クラブとして中長期計画に考慮した基本的な対

応をしなければならない、ということが大きな

要因でした。（今で言えば「クラブ戦略計画」に

当たるのでしょうか。）そのための 第１回 KHZ 

プロジェクトチーム会議が 8 月 24 日に行われ、

杉岡会長、山崎会員、松井会員、鈴木会員、小森

谷会員、板橋会員の６名が参加しました。これは

杉岡年度、山崎年度、松井年度の長期にわたって

増強を継続事業にしようと言う杉岡会長の強い

意志と鈴木増強委員長の熱意が結晶したもので

した。そして、古河市地域内名簿を作成し約 45

名をリストアップし、これを増強委員会で鈴木

班、坂田班、池田班、加藤班の４班に分けて、ま

た、各班にはパスト会長と会員を配置し、全会員

参加型のクラブ会員増強プロジェクトチームが

構築されたとのことでした。 

今年度 2021-22 年度のシェカール・メータ国

際ロータリー会長は、「私たちが共有するロータ

リーのビジョンに導かれながら、大きな夢に向

かってくださるようお願いいたします。」とおっ

しゃっております。また、「計画を立て、目標を

定め、その目標を達成するようもっと行動し、も

っと成長しましょう。」とも言われております。

「夢とは、2022 年 7 月 1 日までに会員数を 130

万人に増やすことです。その方法は、 each 

One,bring one つまり各ロータリアンが新会員一

人を入会させることです。（また、新井和雄ガバ

ナー年度の地区増強目標は 2,000 名です。須永・

田口年度は、増強目標 2 名以上です。） 
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すべてのロータリアンがこれを実行すれば、

それぞれが「変革者」となり、新たにロータリア

ンとなる人の人生を永遠に変えることになるの

です。 

そして、「もっと行動し」とは、より大きく、

インパクトをもたらす奉仕プロジェクトを意味

し、「もっと成長する」とは、会員を増やし、参

加者の基盤を広げることを意味します。」とのべ

られております。 

現在では社会的活動に熱心な方であれば主婦

の方でも入会可能と聞いております。是非とも

仲間になってほしい人たちに「一声かけて」そし

て、思いが伝わるまで、願いが叶うまで「ひと押

し、二押し」続けることが増強につながり、クラ

ブの活性化とクラブ運営の安定化をもたらし、

自分自身の成長につながることにもなります。 

先ずは行動してみよう。 

ロータリーの話をしてみよう。 

そして、伝わるまで続けよう。 

クラブのために、その他人（ひと）のために、

自分自身のために 

宜しくお願いいたします。 

 

 

 
 

Zoom 限定例会  
 

司会進行  点鐘  Zoom＆オーディオ担当  

 

 

 

 

 

  

小森谷  久美会員  須永  恵子  会長  鶴岡  学  会員  

♬ ロータリーソング ♬ 四つのテスト、古河東ロータリークラブ「クラブソング」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 前回例会報告（第 2018 回）2021 年 8 月 24 日 

 会長の時間  2021-22 年度会長  須永  恵子  
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元ロータリー米山記念奨学生  王  萱（オウ シエン）さん  

皆さま、こんにちは。皆さまを拝見して、と

っても嬉しいです。もう、学校も終えて仕事を

探しているのですが、中国の２つの会社の内

定をもらっています。9 月の初めの例会に参加

の予定でしたが、コロナで厳しくなってしま

いまして、もし、中国に

戻るようなときは、直

接皆さまとお会いでき

れば良いなと思いま

す。 

 

 

 

親睦活動委員会  福田  優子  委員長  

コロナ禍で未確定でありますが、10 月 23 日（土）に「マレットゴルフ

大会」を開催予定です。出欠確認表未記入の方は、ご連絡願います。 

 

出席状況報告  井上  学  出席委員  

山腰委員長がお休みのため、代理で報告いたします。 

緊急事態宣言によるズーム例会という状況を鑑み、出席率 100％とします。 

 

 

 

 

 
 

 

 委員会報告  

第 2018 回例会（8/24） 第 2016 回例会（8/10）前々回 

名誉会員を除く会員数 54 名 名誉会員を除く会員数 54 名 

出席計算に用いた会員数 34 名 出席計算に用いた会員数 31 名 

出席またはMake Up 会員数 34 名 出席またはMake Up 会員数 25 名 

出席率 100 ％ 出席率 80.65 ％ 

 

 

 お客様の紹介  
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第２回持ち回り理事会承認事項報告    

1. ９月７日（火）の理事会開催の件 → Zoom で開催   

2. ９月７日（火）の例会の件 → Zoom で開催 
21 日（火）の例会はコロナの感染状況によって判断する。   

3. プログラム委員会 

9 月 26 日（日）の海岸清掃が延期又は中止となった場合の件 

→ 9 月 14 日（火）・9 月 28 日（火）の例会は休会とする。 

  

4. 地区クラブ奉仕委員会柿沼利明クラブサポ－ト委員長より助言の増強に欠かせない勧誘用
冊子「ロータリーへのお誘い」2021 年 6 月改訂版 60 冊購入の件 

5. 米山奨学生への奨学金贈呈 → 送金にする件 

報告事項  

1. 8 月 31 日（火）の例会は休会となります。次回例会は 9 月 7 日（火）の Zoom 限定例会と
なります。お間違いのないようお願いいたします。 

2. 第４分区会長幹事会が 8 月 27 日（金）各クラブ 1 名の定員出席要請の為、私田口が出席し
てまいります。 

3. 8 月 28 日（土）地区会長幹事会があります。Zoom にて参加いたします。 

 

 

 

 

昨年は皆様の前で十
分話させて頂きました
ので、私の引き出しは
もう空っぽです。気持
ちの中では他の方にお
願いしたいと思って居

りますがご指名ですの
で卓話受けさせていた

だきました。 

私のロータリーモーメントと云う事ですが、

モーメントの直訳は瞬間、時期、きっかけなど
ですが、思い付いた事を話します。始めに
Rotary歴は入会２年目から親睦委員長、会計、
幹事、米山カウンセラー、地区副セクレタリー、
職業奉仕委員長、SAA、ガバナー補佐セクレタ
リー、会長、IT 委員長と現在に至りますが、
いずれの年度も貴重な体験をさせて頂き充実
のロータリー活動です。 

入会当時を振り返りますとバッジとネクタ
イスーツで詰襟制服を着た中学校入学の感覚
と似ていました。最初は緊張して先輩方とは

とてもおしゃべりは出来ませんでしたが、親
睦パーティーなどでは酒が入れば、ざっくば
らんに会話させてもらえました。現在 10 年が
経ちますが、お役目も毎年仰せつかりました
ので周りも見えてきまして意見も述べられる

様になってきました。さて、私のロータリーの
心構えとしては勿論日常生活も含め、やはり
４つのテストを基本としています。 

真実かどうか（生業での経験を生かし物事を
見極める） 

みんなに公平か（偏らない、バランスが大事） 

好意と友情深めるか（ロータリークラブは友
人の集まり） 

みんなの為になるかどうか（世の中が幸せの
向く活動内容か） 

解釈は自分なりで何通りもあって良いと思い
ます。 

会長年度に掲げましたスローガン「感じて、
考えて、自ら奉仕」ですが、理想は感じたまま
に行動出来ればよいのですが、それでは間違
いも生じますので、4 つのテストに照らし合わ
せて考え行動することにしています。 

誰かの為に、何かの為の善意の行動「情けは
人の為ならず、巡り巡って己の為」 

思いやりの心を持ったロータリークラブ活
動。私は頭より体で覚えるタイプですので今

後も色々な体験、経験を重ね精進します。 

時代がどんなに変化しても奉仕の心は変化
しないはずです。世界の平和を願った奉仕活
動を実践する事によって、結果己が幸せを感
じられるロータリアンを目指します。 

「ロータリーモーメント」石川  久  会員  会員卓話  

幹事報告  田口  精二  幹事  
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1．入会時に感じた温かみとは何か？ 

私は、古谷・小森谷年度の 11 月に入会しま

した。私が、例会場で感じた雰囲気は、「温か

い雰囲気」でした。その時は、温かい雰囲気の

正体が分からなかったのですが、昨年、IM の

発表で、「コロナに打ち勝つクラブの長所とは」

を考えたとき、その答えが分かりました。 

それは、①親睦の根の深さ。②新しいことに

チャレンジするチャレンジ精神。③揺らぐこ

とのない信頼関係。の３つがあるからこそこ

のような温かい雰囲気を持った例会となるの

だなと思いました。 

会社でもこのような雰囲気にするにはどう

すれば良いか考えましたが、上司と部下、セラ

ピストと利用者、購買者と業者という利害関

係がある以上、古河東ロータリークラブのよ

うな信頼関係を構築するのは難しいと思いま

した。 

ただ、私は、それで良いと思いました。それ

は、山崎塾で山崎さんや杉岡さんに「ロータリ

ー活動を通して利他的な心を学び、利己的な

心と調和させながら自らの事業を行っていく

ことにロータリー活動へ参加する意義がある」

という事を教えていただいたからです。 

今では、ロータリー活動で学んだ、利他の心

を会社に持ち帰り、利他と利己の調和を図り

続けていけばよいと思っています。 

これからも温かい雰囲気の中、ロータリー

活動に精を出していきたいと思います。今後

とも、よろしくお願いいたします。 

 

2．七福神巡り＆ごみ拾い＆花見例会を通して

感じたこと 

昨年、社会奉仕委員会、国際奉仕委員会、親

睦委員会の合同企画で「ロータリーデー、七福

神巡り＆ごみ拾い＆花見例会」を行いました。 

この企画は、板橋親睦委員長の発案で、スタ

ートしました。 

当初は、ごみ拾いをしながら七福神巡りを

し、最後に公方公園で桃を見ながら例会をす

るというものでした。 

コロナ禍で、集団でごみ拾いをすることや

花見をすることは逆に古河東ロータリークラ

ブの公共イメージを下げてしまわないかと感

じる所もございましたが、板橋さんのアイデ

アに乗っかろうと腹を

くくり、どのようにし

たら具現化できるか考

えました。 

すると、柿沼さんか

ら「部外者を呼んでロ

ータリーデーにしてみ

てはどうか」山腰国際奉仕委員長から「外国人

アットホーム in 古河の外国の方をお招きして

みたらどうか」と次々にアイデアが集まり、結

果的には、総勢 41 名の企画となりました。 

事前の準備として、七福神巡りに関しては、

古河市観光ボランタリーガイド協会の岡田会

長と電話で打ち合わせを行い、板橋さんと齊

藤忠さんと私で、公方公園の下見とごみ拾い

のシュミレーションを行い、例会は、鶴岡さん

と流れの段取りを行いました。 

ただ、コロナ禍という事が加わり、まったく

当日のイメージが湧かない中、当日を迎えた

わけですが、当日は、皆様が率先して手伝って

いただき、七福神巡りはスケジュール通りに

とてもスムーズに事が運び、とても驚きまし

た。 

これもひとえに古河東ロータリークラブの

チームワークの良さかと思いました。 

そして、一番頭を悩ませていたことは、例会

を野外でどのように行うか？でした。例会の

場所に至っては、コロナ禍で密にならず、周り

の人からも批判を浴びない場所の選定が必要

で、当日ぎりぎりまで悩み、最終的に、石川会

長の進言で、桃の木の下で、輪になって行う事

を決めました。これが決まったのは、例会が始

まる 10 分前でした。 

なんだかんだで、当日は無事終了しました。

皆さんが笑顔で帰宅される姿を拝見し、達成

感が込み上げてきたことを覚えています。ま

た、板橋さんのアイデアは天才的だなと思い

ました。私からは、このような企画はいくら考

えても出て来なかったと思います。板橋さん

に合同企画の声をかけていただいたことやこ

の企画を具現化させていただいた皆様に感謝

するとともに自分の成長も感じられた企画で

した。 

貴重な体験をさせていただき、有難うござ

いました。 

 

「ロータリーモーメント」井上  学  会員  会員卓話  
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2021-2022 年度 ＲＩ シェカール・メータ会長 テーマ「奉仕しよう みんなの人生を豊かにするために」 

2021-2022 年度 古河東 RC 須永恵子会長 クラブスローガン「温故知新その先に」 
 

例会日程 出席グループ 例会会場 内 容 

第 2021 回 

9 月 14 日（火） 
－ 休会 茨城海岸美化プロジェクト延期の為 

第 2022 回 

9 月 21 日（火） 
A・C 古河商工会議所 3Ｆ 

会員卓話「ロータリーモーメント」 

植木 静子 会員／海老沼 堯 会員 

第 2023 回 

9 月 28 日（火） 

→ 26 日（日） 

希望者全員 茨城海岸 茨城海岸美化プロジェクト 

 

新井和雄 地区ガバナー スローガン 「Think Globally、Act Locally」（地球の未来を想い 地域社会に貢献しましょう） 

地区行事等 

9 月 26 日（日） 海岸清掃 

11 月 16 日（火） ガバナ－公式訪問 

 
 
 

 

 

固定メンバー 10 名 
A グループ 

12 名 
B グループ 

11 名 
C グループ 

12 名 

会長 須永 恵子 井上 学 桑原 正信 板橋 孝司 

幹事 田口 精二 猪瀬 一也 岡村 裕太 齊藤 愛 

パストガバナー 山崎 清司 植木 静子 小山 幸子 鶴岡 学 

会長エレクト 小森谷 久美 江口 紀久江 齊藤 忠 福江 眞隆 

会計 白戸 里美 海老沼 堯 坂田 信夫 福富 好一 

スマイル 大橋 みち子 大高 滋 佐藤 孝子 古谷 弘之 

親睦委員長 福田 優子 小倉 郁雄 佐谷 道浩 星野 龍肇 

クラブ会報・IT 石川 久 小林 好子 杉岡 榮治 三田 浩市 

クラブ会報・IT 松井 実 柿沼 利明 須田 純一 三田 圭子 

SAA 久野 茂 加藤 奨一 高橋 采子 森 敏夫 

  栗田 吾郎 武澤 郁夫 山腰 すい 

  松本 幸子  山室 和徳 

 

 

 

今後の予定  

例会を欠席する時は前日までに SAA までご連絡ください。 
SAA：久野茂 [e-mail] shigeru.kuno@gmail.com  [電話] 090-3234-0078 
原稿の送付先は 石川久まで [e-mail] suzukiyonezo@bz03.plala.or.jp 又は [FAX] 0280-22-6606 

創 立：1982 年（昭和 57 年 7 月 6 日）URL：http://www.kogaeast.jp 週報他、例会等の詳細情報はホームページをご覧ください。 

例会日時：火曜日（12:30～13:30）例会場：古河商工会議所 3F（古河市鴻巣 1189-4 電話:0280-48-6000 FAX:0280-48-6006） 

文 責：古河東ロータリークラブ会報 IT 委員会 [ 石川・松井・松本・齊藤（愛）] 

 

例会出席グループ分け表  


